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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　図３のＳ１０４において、リード辞書作成部２１は、ＢＷ文字列３１１をWavelet Tree
形式に変換することにより、検索を効率的に行うためのリード配列辞書１４を作成する。
　図５（ａ）は、Wavelet Tree形式に変換するために参照される二分木３２０を示す。こ
の二分木３２０では、文字列に使用される全文字（＄、＆、Ａ、Ｃ、Ｇ、Ｔ、Ｎ）３２１
が根となる。
　二分木３２０は、文字列に使用される全文字（＄、＆、Ａ、Ｃ、Ｇ、Ｔ、Ｎ）３２１を
、再帰的に二分類し、分類の末端で高々２種類の文字しか含まないように分類する方法を
示した二分木である。
　二分木３２０の根では、全文字３２１を、Ａと、Ｔ（Ｗ）３２４と、それ以外（Ｓ）３
２５と、に分類する。Ｓに分類された文字（＄、＆、Ｃ、Ｇ、Ｎ）３２５も、同様にＭと
Ｋに二分類する。以下、これを再帰的に繰り返し、分類の末端で高々２種類の文字しか含
まないようにする。但し、ペアを表す符号＆（３０２）と終端記号＄（３０３）は、分類
の末端３３１に一緒に現れるように分類する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　図３のＳ１０５において、リード辞書作成部２１は、Wavelet Tree３４０から作成され
たリード配列辞書１４を記憶手段に出力する。ここで、リード辞書作成部２１は、Wavele
t Tree３４０に加えて、そのWavelet Tree３４０のrank関数やselect関数を計算するため
の、わずかな（ＢＷ文字列３１１に対して３．５％程度のデータ量の）補助データを、リ
ード配列辞書１４に付加してもよい。
　rank(p,c)とは、配列要素0～pのうちの文字「c」の出現回数を返す関数である。
　select(i,c)とは、(i+1)番目の文字「c」が出現する配列位置を返す関数である。
　補助データは、例えば、参考文献「Kouichi Kimura, Yutaka Suzuki, Sumio Sugano, a
nd Asako Koike. Journal of Computational Biology. November 2009, 16(11): 1601-16
13.」に記載の「hierarchical binary string」である。この補助データは、ＢＷ文字列
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３１１から、任意に与えられた塩基配列と一致するリード配列断片を全て求める、などの
検索を効率的に行うためのデータである。
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